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１．はじめに

山形県では，日本海側での地震・津波の対

策を実施するために，平成 28 年 3 月に学識

経験者等からなる「山形県津波浸水想定・被

害想定検討委員会」を設置し，検討を進め，

「最大クラスの津波」による津波浸水想定を

設定した。また，平成 29 年 1 月には，市町

が策定する津波避難計画の策定を支援するた

め，津波避難計画策定指針を策定している。

この中で，今村ら 1）は，酒田市と共同で，

酒田市飛島の津波避難対策について検討（令

和 2 年 9 月に現地踏査，アンケート調査，住

民との交流会）を行い，避難路整備方針を含

んだ対策を定めることにより，今後の飛島の

津波避難対策を推進し島民及び飛島に観光

シーズンなどで滞在する人々の安全の確保を

支援してきた。その結果，酒田市は，山形県

唯一の有人離島・飛島を訪れる観光客や島民

の防災力向上のために，地震により津波が発

生した際の避難行動や事前の備えを紹介する

リーフレットと動画 2）を作成した（図 1 お

よび 2，監修：東北大学災害科学国際研究所）。

観光客は災害時に特に脆弱であり，2024 年

能登半島地震の際にも，その地域に普段いな

い帰省者や旅行客の半数は避難の際の判断基

準を決めておらず，避難先がわからないこと

で避難をしなかった人も確認されている 3）
ためである。

本動画は，従来の津波啓発動画とは異なり，

津波のリスク・避難行動を伝えるだけではな

く，地域の豊かな自然や観光資源を紹介する

点がユニークな点である。これは，観光地で

津波啓発動画を作成することは，観光地への

ネガティブイメージをつけてしまい，観光客

を減少させてしまう懸念があったためである。

本動画は，観光と防災の要素を両立させる動

画にすることで，上述の課題を克服する試み

として作成された。

しかし，本動画が，津波防災を伝える防災

啓発機能だけではなく，観光動画として飛島

の観光にポジティブな影響をもたらす観光へ

の PR 機能があるのかどうかは明らかになっ

ていない。そこで本研究は，本動画が動画の

視聴者の飛島への観光意欲と防災への考えに

対してどのような影響を与えるのかを明らか

にすることを目的とした。

本文は，地域安全学会（春期大会）での発

表報告【渡邉　勇，佐藤翔輔，今村文彦：観

光促進と津波防災啓発を両立させる動画の開

発：山形県酒田市飛島の事例】に追加等を行

いまとめたものである。

２．�津 波 か ら 命 を 守 る た め に 」―
To b i s h i m a  I s l a n d  T S U N A M I 
SAFETY TIPS ―，

本動画の構成を表 1 に示した。本動画は

10 分 37 秒の動画であり，図 1 および 2 に示

すオープニング（1 分 36 秒），図 3 にあるよ

うに地震・津波の説明（1 分 58 秒），図 4 の

地域の説明や図 5 および 6 に示すような避難

経路や注意点の説明（4 分 46 秒），避難場所・

避難所の説明（1 分 10 秒），エンディング（1
分 7 秒）の 5 つのパートに分かれている。
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オープニングでは，ドローン映像での飛島

の美しい自然や観光の紹介をしている（図 7）。
地震・津波の説明においては，飛島には早い

ところで数分で津波が来襲することを伝えた

うえで，動画の趣旨説明および飛島で起こる

地震・津波の説明をしている。避難経路や注

意点の説明においては，飛島を 4 つのエリア

に分割したうえで，各エリアの紹介をしたう

えで，避難経路や避難に関する注意点を各エ

リアの特性に応じて説明している。旅館や住

宅の多い勝浦エリアの説明の際には，夜間時

の避難の注意点や事前の備えを説明している。

避難場所・避難所の説明の際には，地震の揺

れを感じたり津波警報が生じた際の対応につ

いて説明をしている。最後にエンディングと

して，本動画の内容をまとめたうえで，飛島

の全景と海のドローン映像を流している。

本動画は，定期船「とびしま」フェリー

ターミナル内や定期船内に加えて，酒田市公

式 YouTube チャンネルでも放映されている。

YouTube チャンネル 2）では，2022 年 2 月 16
日に公開されて以来，2025 年 5 月 6 日現在

で 3,877 回再生されている。

３．調査手法

本研究は，定期船「とびしま」フェリーター

ミナル内および YouTube の概要欄にて質問

紙調査の依頼を実施した。2022 年 9 月 22 日

から 2025 年 3 月 16 日の間で回答のあった

14 名の回答について，分析を行った。

質問紙では，防災に関する 4 項目と観光に

関する 4 項目に対して「動画を見た後にあな

た自身のお考えがどのように変わったのかに

ついて、最もあてはまるものを一つだけお選

びください。動画視聴前後でお考えが変わっ

ていない場合は、「4．動画を見る前と変わら

ない」をお選びください」という設問文で回

答を依頼し，動画の観光 PR 効果と防災啓発

効果を測定した。

４．結果・考察

　動画の視聴によって観光および防災への考

えがどのように変化したかを明らかにするた

めに，その変化を 7 件法で尋ねた結果を図 8

表 1：動画の構成

図 1：動画のサムネイル，動画の冒頭の風景 2）
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に示した。「1。まったくそう思わないように

なった」から「7。非常にそう思うようになっ

た」をそれぞれ 1 点から 7 点と得点化し，「4。
変化なし」との差を 5％水準で t 検定を実施し、

その効果を評価した。

観光 PR 効果を測る 4 つの設問においては、

すべての項目において 5% 水準でポジティブ

に変化していた。「飛島は自然豊かで魅力的

だと思う」，「飛島への訪問は楽しみだと思う」

の平均値は 5.71，「飛島に行きたくないと思

う」（逆転項目）。「飛島への訪問は不安だと

思う」（逆転項目）の平均値は 5.07 であった。

このことは，本動画は，観光意欲を削いでお

らず、むしろ飛島の魅力・安心感および飛島

への訪問の楽しみ度合いや訪問意欲を向上さ

せていることを示している。

さらに一方で，防災啓発効果については、

リスク認知や災害対応への自信に関する項目

はポジティブに変化していた。「飛島に津波

が数分で来る可能性があると思う」は 5.71
で最も高く，「飛島で地震が起きたとき，い

のちを守る行動がとっさにとれると思う」，

「飛島で地震が起きたとき，避難するかしな

いかの判断が適切にできると思う」は 5.29
であり，いずれも 5% 水準で有意な差が確認

された。他方，「飛島の訪問中には災害は起

きないだろうと思う」（逆転項目）は 4.66 で

あり，5%水準で有意な差は確認されなかった。

図 2：動画冒頭での挨拶 図 3：地震による津波解析結果の事例

図 4：動画での地域の紹介 図 5：沿岸での津波避難の事例

図 6：島内での津波避難標識の紹介 図 7： 観光 PR のために，飛島の自然を紹介
している場面
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図 8：映像を見たあとの考えの変化（N=14）

これらのことは，本動画は飛島の訪問中には

津波が来ると思わせるほどの切迫性はないも

のの，津波が来襲した際のリスクと対処法を

理解させる効果があることを示している。

５．おわりに

本研究は，山形県酒田市飛島を対象に , 観
光促進と津波防災啓発を両立させる動画の作

成を検討した。動画の視聴者（N=14）を対

象に質問紙調査を実施した結果 , リスク認知

や津波避難の自発性を向上だけでなく， 観光

地への訪問意欲および魅力度の向上にも寄与

していたことが示された。さらに，回答数を

増やし，今回の結果の妥当性を確認すると共

に，課題も抽出したい。また，結果の外的妥

当性を検証することも今後の課題としたい。
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